
 

令和７年度（2025年度） 横須賀市立追浜中学校 

年間指導計画 

２学年 
 



年間指導計画の見方 

 

1. 単元名と指導事項 

⚫ 各教科で学ぶ単元名を記載しています。 

⚫ 単元でどのようなことを学び、どのような力を身につけて欲しいか（＝指導事項）を観点別に記載しています。 

 

2. 学習教材と学習時期 

⚫ 単元でどのような教材（教科書の内容）を使用するかを記載しています。 

⚫ 各単元がどの時期（前期・後期）に学習するのかを記載しています。 

 

３. 各観点について 

⚫ 「知識・技能」「思考・判断・表現」については指導事項の欄を参考にしてください。 

⚫ 「主体的に学習に取り組む態度」については、単元全体を通して、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断

力、表現力等を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど

自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価をします。 

⚫ 各単元の詳細については、授業で配布される「学びのプラン」を参考にしてください。 

 

 

 

 



言葉には，相手の行動を促す働きがあることに気付くこと。 ○

話し言葉と書き言葉の特徴について理解すること。 ○

第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350 字程度から450 字程度までの漢字
を読むこと。また，学年別漢字配当表に示されている漢字を書き，文や文章の中で使うこと。 ○

抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句な
どについて理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 ○ ○ ○

単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など文の構成につい
て理解するとともに，話や文章の構成や展開について理解を深めること。

○

敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うこと。 ○

意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解すること。 ○

情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うこと。 ○ ○

作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しむこと。 ○ ○ ○ ○ ○

現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方
や考え方を知ること。

○ ○ ○ ○

書写（ア）漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解して，読みやすく速く書くこ
と。

〇 ○

書写（イ）目的や必要に応じて，楷書又は行書を選んで書くこと。 ○

本や文章などには，様々な立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広
げたり深めたりする読書に生かすこと。

○

目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，異なる立場や考えを想定しなが
ら集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討すること。

○ ○

自分の立場や考えが明確になるように，根拠の適切さや論理の展開などに注意して，
話の構成を工夫すること。

○

資料や機器を用いるなどして，自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す
ること。

○

論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめる
こと。

○

互いの立場や考えを尊重しながら話し合い，結論を導くために考えをまとめること。 ○

目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，多様な方法で集めた材料を整
理し，伝えたいことを明確にすること。

○ ○ ○

伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫すること。

○ ○

根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて
描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。

○ ○ ○

読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整えること。

表現の工夫とその効果などについて，読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章の
よい点や改善点を見いだすこと。

○

文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登場人物の設定の
仕方などを捉えること。

○ ○

目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の言動の意
味などについて考えたりして，内容を解釈すること。

○ ○ ○ ○ ○ ○

文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈すること。 ○

観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現の効果につ
いて考えること。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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領
域

単
元

観
点

指導事項

日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれた日本の国土の特色，自然災害と防災への取組などを基に，日本の自然環境に関する特色を理解すること。 〇

少子高齢化の課題，国内の人口分布や過疎・過密問題などを基に，日本の人口に関する特色を理解すること。 〇

日本の資源・エネルギー利用の現状，国内の産業の動向，環境やエネルギーに関する課題などを基に，日本の資源・エネルギーと産業に関する特色を理解すること。 〇

国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況，これを活用した陸上，海上輸送などの物流や人の往来などを基に，国内各地の結び付きや日本と世界との結び付きの特色を理解す
ること。

〇

「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目に基づく地域区分を踏まえ，我が国の国土の特色を大観し理解すること。 〇

日本や国内地域に関する各種の主題図や資料を基に，地域区分をする技能を身に付けること。 〇

「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目について，それぞれの地域区分を，地域の共通点や差異，分布などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現す
ること。

〇

日本の地域的特色を，「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目に基づく地域区分などに着目して，それらを関連付けて多面的・多角的に考察し，表現するこ
と。

〇

幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的特色や地域の課題を理解すること。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「①自然環境を中核とした考察の仕方」「②人口や都市・村落を中核とした考察の仕方」「③産業を中核とした考察の仕方」「④交通や通信を中核とした考察の仕方」「⑤その他の事象
を中核とした考察の仕方」の考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，そこで生ずる課題を理解すること。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

思考
判断
表現

日本の諸地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題
と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域の実態や課題解決のための取組を理解すること。 〇

地域的な課題の解決に向けて考察，構想したことを適切に説明，議論しまとめる手法について理解すること。 〇

思考
判断
表現

地域の在り方を，地域の結び付きや地域の変容，持続可能性などに着目し，そこで見られる地理的な課題について多面的・多角的に考察，構想し，表現すること。 〇

知識
技能

民衆の成長と新たな文化の形成について理解する 〇

武士の政治への進出と展開，東アジアにおける交流，農業や商工業の発達などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして中世の社会の変化の様子を多面的・多角的
に考察し，表現すること

〇

中世の日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現すること 〇

ヨーロッパ人来航の背景とその影響，織田・豊臣による統一事業とその当時の対外関係，武将や豪商などの生活文化の展開などを基に，近世社会の基礎がつくられたことを理解する
こと。

〇

江戸幕府の成立と大名統制，身分制と農村の様子，鎖国などの幕府の対外政策と対外関係などを基に，幕府と藩による支配が確立したことを理解すること。 〇 〇

産業や交通の発達，教育の普及と文化の広がりなどを基に，町人文化が都市を中心に形成されたことや，各地方の生活文化が生まれたことを理解すること。 〇

社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改革，新しい学問・思想の動きなどを基に，幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解すること。

交易の広がりとその影響，統一政権の諸政策の目的，産業の発達と文化の担い手の変化，社会の変化と幕府の政策の変化などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，知
識・技能の（ア）から（エ）までについて近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現すること。

〇 〇

近世の日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現すること。 〇 〇 〇

欧米諸国における産業革命や市民革命，アジア諸国の動きなどを基に，欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解すること。 〇

開国とその影響，富国強兵・殖産興業政策，文明開化の風潮などを基に，明治維新によって近代国家の基礎が整えられて，人々の生活が大きく変化したことを理解すること。 〇

自由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日清・日露戦争，条約改正などを基に，立憲制の国家が成立して議会政治が始まるとともに，我が国の国際的な地位が向上したことを理解
すること。

〇 〇 〇

我が国の産業革命，この時期の国民生活の変化，学問・教育・科学・芸術の発展などを基に，我が国で近代産業が発展し，近代文化が形成されたことを理解すること。 〇 〇

第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の高まりと国際協調の動き，我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆化などを基に，第一次世界大戦前後の国際情勢及び
我が国の動きと，大戦後に国際平和への努力がなされたことを理解すること。

〇

経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭和初期から第二次世界大戦の終結までの我が国の政治・外交の動き，中国などアジア諸国との関係，欧米諸国の動き，戦時下の国民の
生活などを基に，軍部の台頭から戦争までの経過と，大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解すること。

〇

工業化の進展と政治や社会の変化，明治政府の諸改革の目的，議会政治や外交の展開，近代化がもたらした文化への影響，経済の変化の政治への影響，戦争に向かう時期の社
会や生活の変化，世界の動きと我が国との関連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，知識・技能の（ア）から（カ）までについて近代の社会の変化の様子を多面的・多
角的に考察し，表現すること。

〇 〇 〇 〇 〇

近代の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現すること。 〇 〇 〇 〇 〇
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領
域

単
元

観
点

指導事項

簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること。 ○

具体的な事象の中の数量の関係を文字を用いた式で表したり，式の意味を読み取った
りすること。

○

文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解すること。 ○

目的に応じて，簡単な式を変形すること。 ○

算具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関連付けて，整式の加法と減法及び単項式の乗
法と除法の計算の方法を考察し表現すること。

○

文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 ○

二元一次方程式とその解の意味を理解すること。 ○

連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。 ○

簡単な連立二元一次方程式を解くこと。 ○ ○

等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。 ○

連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 ○

平行線や角の性質を理解すること。 ○

多角形の角についての性質が見いだせることを知ること。 ○

思考
判断
表現

基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明すること。 ○ ○

平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。 ○

証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。 ○

三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめたり，証
明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

○ ○

三角形や平行四辺形の基本的な性質などを具体的な場面で活用すること。 ○ ○

一次関数について理解すること。 ○

事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。 ○ ○

二元一次方程式を関数を表す式とみること。 ○

一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，
グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。

○ ○

一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 ○

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解すること。 ○

コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを整理し箱ひげ図で表すこと ○

思考
判断
表現

四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断する
こと。

○

多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基にして得られる確率の必要性と意
味を理解すること。

○

簡単な場合について確率を求めること。 ○

同様に確からしいことに着目し，場合の数を基にして得られる確率の求め方を考察し表現すること。 ○

確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること ○

知識
技能

い
ろ
い
ろ
な
角
と

多
角
形

図
形
の
合
同

三
角
形

式
の
計
算

式
の
利
用

２年数学科　年間指導計画

学習教材

連
立
方
程
式

デ
ー

タ
の
活
用

デ
ー

タ
の

比
較

知識
技能

確
率

知識
技能

思考
判断
表現

関
数

1
次
関
数

知識
技能

思考
判断
表現

数
と
式

式
の
計
算

知識
技能

思考
判断
表現

連
立
方
程
式

知識
技能

思考
判断
表現

図
形

平
行
と

合
同

思考
判断
表現

知識
技能

三
角
形
と

四
角
形

デ
ー

タ
の

分
布

前期 後期

連
立
方
程
式

の
利
用

1
次
関
数

方
程
式
と

1
次
関
数

1
次
関
数
の

利
用

四
角
形

確
率



領
域

単
元

観
点

指導事項

化学変化の実験を行い、実験に関する技能を身に付けること。 ○ ○ ○ ○ ○

物質の分解、原子・分子について理解すること。 ○

化学変化は化学反応式で表されることを理解すること。 ○

化学変化における酸化と還元について理解すること。 ○

化学変化と質量の保存、質量変化の規則性について理解すること。 ○

化学変化には熱の出入りが伴うことを理解すること。 ○

思考
判断
表現

化学変化における物質の変化やその量的な関係を見いだして表現すること。 ○ ○ ○ ○ ○

生物の組織などの観察を行い、観察器具の操作、観察記録の仕方などの技能を身に付けること。 ○ ○

生物の体が細胞からできていること、植物と動物の細胞のつくりの特徴を理解すること。 ○

植物の体のつくりと光合成、呼吸、蒸散の働きに関する実験の結果とを関連付けて理解すること。 ○

動物の体とつくりと仕組みを観察、実験の結果などと関連付けて理解すること。 ○

動物が刺激に適切に反応している仕組みを、体のつくりと関連付けて理解すること。 ○

思考
判断
表現

生物の体のつくりと働きについての規則性や関係性を見いだして表現すること。 ○ ○ ○ ○

気象要素として、気温、湿度、気圧、風向などを理解すること。 ○

霧や雲の発生、前線の通過と天気の変化について理解すること。 ○

日本の天気の特徴、大気の動きと海洋の影響、自然のめぐみと気象災害について理解すること。 ○

圧力は力の大きさと面積に関係があることを見いだし、大気圧と関連付けて理解すること。 ○

天気の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見いだすこと。 ○ ○ ○

電流に関する観察や実験を行い、観察・実験に関する技能を身に付けること。 ○ ○ ○

静電気と電流の性質について理解すること。 ○

電圧と電流の関係、電気抵抗、電力について理解すること。 ○

電流と磁界について理解すること。 ○

思考
判断
表現

電流と電圧、電流の働き、静電気、電流と磁界の規則性や関係性を見いだすこと。 ○ ○ ○

化
学
分
野

化
学
変
化
と
原
子
・
分
子

知識
技能

静
電
気
と
電
流

電
流
の
性
質

２年理科　年間指導計画

学習教材

物
質
の

成
り
立
ち

物
質
ど
う
し
の
化

学
変
化

酸
素
が
か
か
わ
る

化
学
変
化

化
学
変
化
と

物
質
の
質
量

化
学
変
化
と

そ
の
利
用

物
理
分
野

電
気
の
世
界

知識
技能

生
物
分
野

生
物
の
か
ら
だ
の

つ
く
り
と
は
た
ら
き

知識
技能

地
学
分
野

天
気
と
そ
の
変
化

知識
技能

思考
判断
表現

雲
の
で
き
方
と
前

線

大
気
の
動
き
と
日

本
の
天
気

電
流
と
磁
界

前期 後期

生
物
と
細
胞

植

物

の

体

の

つ

く

り

と

は

た

ら

き

動

物

の

体

の

つ

く

り

と

は

た

ら

き

刺
激
と
反
応

気
象
の
観
測



領
域

単
元

観
点

指導事項

曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを考える ○ ○

声の音色や響き及びことばの特性と曲種に応じた発声について知る ○ ○

創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付ける ○ ○

創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付ける ○ ○

思考
判断
表現

歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、歌唱表現の創意工夫を考える ○ ○ ○

曲想と音楽の構造との関わりについて知る ○

楽器の音色や響きと奏法との関わりについて知る ○ ○

創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な奏法・身体の使い方などの技能を身に付ける ○

創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に付ける ○ ○

思考
判断
表現

器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、器楽表現の創意工夫について考える ○

音のつながり方の特徴について知る ○ ○

音素材の特徴及び音の重なり方や反復・変化・対照などの構成上の特徴について知る ○ ○ ○

創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるために必要な課題や条件に沿った音の選択や組合せなどの技能を身に
付ける

○ ○

思考
判断
表現

創作表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら創作表現の創意工夫をし表現につなげる ○ ○ ○

曲想と音楽の構造との関わりについて知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音楽の特徴とその背景となる文化や歴史・他の芸術との関わりについて知る ○ ○ ○ ○

我が国や郷土の伝統音楽及びアジア地域の諸民族の音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多様性について学ぶ ○ ○ ○ ○

 曲や演奏に対する評価とその根拠について考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生活や社会における音楽の意味や役割について知る ○ ○ ○ ○ ○

音楽表現の共通性や固有性について知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知識
技能

音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における働きと関わらせて理解し表現へ
とつなげる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

思考
判断
表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２年音楽科年間指導計画

学習教材

歌
唱

合
唱

S
R
・
A
R

筝
三
味
線

和
太
鼓

リ
ズ
ム
創
作

旋
律
創
作

鑑
賞

楽
典

前・後期 後期 前・後期

A
表
現

歌
唱
・
合
唱

知識
技能

器
楽

知識
技能

創
作

知識
技能

鑑
賞

知識
技能

思考
判断
表現

B
鑑
賞

共
通
事
項



領
域

単
元

観
点

指導事項

材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すこと。 〇 〇

材料や用具、表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表すこと。 〇 〇 〇

形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 〇 〇 〇

構成や装飾の目的や条件などを基に、用いる場面や環境、社会との関わりなどから主題を生み出し、美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考え、表現の構想を練ること。 〇

伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容、社会との関わりなどから主題を生み出し、伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想を練ること。 〇 〇

使う目的や条件などを基に、使用する者の立場、社会との関わり、機知やユーモアなどから主題を生み出し、使いやすさや機能と美しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想を練ること。 〇

知識
技能

形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 〇 〇

造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めること。 〇 〇

目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めること。 〇

知識
技能

造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。 〇

身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り、安らぎや自然との共生などの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして、見方や感じ方を深めること。 〇

日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特質などから、伝統や文化のよさや美しさを感じ取り愛情を深めるとともに、諸外国の美術や文化との相違点や共通点に気付き、美術を通した国際理解や
美術文化の継承と創造について考えるなどして、見方や感じ方を深めること。

〇

Ｂ
鑑
賞

造
形
的
な
よ
さ
・

美
し
さ

思考
判断
表現

見
方
・
感
じ
方
を

広
げ
る

思考
判断
表現

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸

知識
技能

思考
判断
表現

２年美術科　年間指導計画

学習教材

前期 後期

色
彩
の
基
本

グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン

浮
世
絵

動
画

染
色



領

域

観

点
指導事項

手軽な運動を行い，心と体との関係や心身の状態に気付き，仲間と積極的に関わり合うこと。 〇

ねらいに応じて，体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるための運動を行うとともに，それらを組み合わせること。 〇

思考
判断
表現

自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。 〇 〇

体つくり運動に積極的に取り組むとともに，仲間の学習を援助しようとすること。 〇 〇

一人一人の違いに応じた動きなどを認めようとすること。 〇 〇

話合いに参加しようとすること。 〇 〇

健康・安全に気を配ること。 〇 〇

滑らかな動きで速く走ることやバトンの受渡しでタイミングを合わせること。 〇

リズミカルな助走から力強く踏み切って大きな動で跳ぶこと。 〇

陸上競技の各種目において用いられる技術の名称があり，それぞれの技術で動きのポイントがあること。 〇 〇

思考
判断
表現

動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えること。 〇 〇

陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとすること。 〇 〇

分担した役割を果たそうとすること。 〇 〇

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすること。 〇 〇

健康・安全に気を配ること。 〇 〇

手と足の動き，呼吸のバランスをとり泳ぐこと。 〇

水泳の各種目において用いられる技術の名称や運動局面の名称があり，それぞれの技術や局面で，動きを高めるための技術的なポイントがあること。 〇 〇 〇

思考
判断
表現

泳法などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えること。 〇 〇 〇

水泳に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとすること。 〇 〇 〇

分担した役割を果たそうとすること。 〇 〇 〇

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすること。 〇 〇 〇

水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・安全に気を配ること。 〇 〇 〇

回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うこと，条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わせること。 〇

技の行い方は技の課題を解決するための合理的な動き方のポイントがあること。 〇

思考
判断
表現

技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えること。 〇

器械運動に積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとすること。 〇

仲間の学習を援助しようとすること。 〇

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすること。 〇

ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をすること。 〇

ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防をすること。 〇 〇 〇

基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と定位置での守備などによって攻防をすること。 〇

攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。 〇 〇 〇 〇 〇

球技の各型の各種目において用いられる技術には名称があり，それらを身に付けるためのポイントがあること。 〇 〇 〇 〇 〇

思考
判断
表現

球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすること。 〇 〇 〇 〇 〇

一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること。 〇 〇 〇 〇 〇

仲間の学習を援助しようとすること。 〇 〇 〇 〇 〇

健康・安全に気を配ること。 〇 〇 〇 〇 〇

リズムの特徴を捉え，変化のある動きを組み合わせて，リズムに乗って全身で踊ること。 〇

それぞれのダンスには，表現の仕方に違いがあること。 〇

思考
判断
表現

表現などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えること。 〇

ダンスに積極的に取り組むとともに，仲間の学習を援助しようとすること。 〇

交流などの話合いに参加しようとすること。 〇

一人一人の違いに応じた表現や役割を認めようとすること。 〇

健康・安全に気を配ること。 〇

生活習慣病は、日常の生活習慣が要因となって起こる疾病であり、適切な対策を講ずることにより予防できること、また、運動不足、食事の量や質の偏り、休養や睡眠の不足、喫煙、過度の飲酒などの不適切な生活行
動を若い年代から続けることによって、やせや肥満などを引き起こしたり、また、心臓や脳などの血管で動脈硬化が引き起こされたりすることや、歯肉に炎症等が起きたり歯を支える組織が損傷したりすることなど、様々
な生活習慣病のリスクが高まること。

〇

生活習慣病を予防するには、適度な運動を定期的に行うこと、毎日の食事における量や頻度、栄養素のバランスを整えること、喫煙や過度の飲酒をしないこと、口腔の衛生を保つことなどの生活習慣を身に付けることが
有効であること。

〇

がんは、異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり、その要因には不適切な生活習慣をはじめ様々なものがあること、また、がんの予防には、生活習慣病の予防と同様に、適切な生活習慣を身に付けることなど
が有効であること。

〇

たばこの煙の中にはニコチン、タール及び一酸化炭素などの有害物質が含まれていること、それらの作用により、毛細血管の収縮、心臓への負担、運動能力の低下など様々な急性影響が現れること、また、常習的な喫
煙により、がんや心臓病など様々な疾病を起こしやすくなること、特に、未成年者の喫煙については、身体に大きな影響を及ぼし、ニコチンの作用などにより依存症になりやすいこと。

〇

酒の主成分のエチルアルコールが中枢神経の働きを低下させ、思考力、自制力、運動機能を低下させたり、事故などを起こしたりすること、急激に大量の飲酒をすると急性中毒を起こし意識障害や死に至ることもあるこ
と、また、常習的な飲酒により、肝臓病や脳の疾病など様々な疾病を起こしやすくなること、特に、未成年者の飲酒については、身体に大きな影響を及ぼし、エチルアルコールの作用などにより依存症になりやすいこと。

〇

薬物の摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと、薬物の連用により依存症状が現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じるようになるなど様々な障害が起きること、また、薬物乱用
は、個人の心身の健全な発育や人格の形成を阻害するだけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げるため、暴力、非行、犯罪など家庭・学校・地域社会にも深刻な影響を及ぼすこともあること。

〇

喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好奇心、なげやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、断りにくい人間関係、宣伝・広告や入手し易さなどの社会環境によって助長されること、それらに適切に対処する必要が
あること。

〇

思考
判断
表現

生活習慣病及びがんの予防や、喫煙、飲酒、薬物乱用と健康について、課題の解決方法とそれを選択した理由などを、他者と話し合ったり、ノートなどに記述したりして、筋道を立てて伝え合うこと。 〇

主体的に
学習に

取り組む態度
生活習慣病などの予防、喫煙、飲酒、薬物乱用と健康についての学習に自主的に取り組むこと。 〇

交通事故や自然災害などによる傷害は、人的要因、環境要因及びそれらの相互の関わりによって発生すること、人的要因としては、人間の心身の状態や行動の仕方について、環境要因としては、生活環境における施
設・設備の状態や気象条件などがあること。

〇

交通事故などによる傷害を防止するためには、人的要因や環境要因に関わる危険を予測し、それぞれの要因に対して適切な対策を行うことが必要であること、人的要因に対しては、心身の状態や周囲の状況を把握し、
判断して、安全に行動すること、環境要因に対しては、環境を安全にするために、道路などの交通環境などの整備、改善をすることがあること。

〇

交通事故を防止するためには、自転車や自動車の特性を知り、交通法規を守り、車両、道路、気象条件などの周囲の状況に応じ、安全に行動することが必要であること。 〇

自然災害による傷害は、例えば、地震が発生した場合に家屋の倒壊や家具の落下、転倒などによる危険が原因となって生じること、また、地震に伴って発生する、津波、土砂崩れ、地割れ、火災などの二次災害によって
も生じること。

〇

自然災害による傷害の防止には、日頃から災害時の安全の確保に備えておくこと、緊急地震速報を含む災害情報を正確に把握すること、地震などが発生した時や発生した後、周囲の状況を的確に判断し、自他の安全
を確保するために冷静かつ迅速に行動する必要があること。

〇

応急手当は、傷害を受けた人の反応の確認等状況の把握と同時に、周囲の人への連絡、傷害の状態に応じた手当が基本であり、迅速かつ適切な手当は傷害の悪化を防止できることについて理解しているとともに、応
急手当の方法として止血や患部の保護や固定の方法を行うこと。

〇

心肺停止に陥った人に遭遇したときの応急手当としては、気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、AED（自動体外式除細動器）使用の心肺蘇生法があることについて理解しているとともに、心肺蘇生法などを行うこと。 〇

思考
判断
表現

傷害の防止について、自他の危険の予測や回避の方法と、それを選択した理由などを、他者と話し合ったり、ノートなどに記述したりして、筋道を立てて伝え合うこと。 〇

主体的に
学習に

取り組む態度
傷害の防止についての学習に自主的に取り組むこと。 〇

学習教材
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動
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２年保健体育科　年間指導計画
後期前期
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内容 題材 観点 指導事項

知識
技能

安全・適切な栽培又は、飼育、検査等ができること。 〇

思考
判断
表現

問題を見いだして課題を設定し、育成環境の調節方法を構想して育成計
画を立てるとともに、栽培又は育成の過程や結果の評価、改善及び修正
について考えること。

〇 〇 〇 〇

知識
技能

生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。 〇

思考
判断
表現

技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく
改良と応用について考えること。

〇

知識
技能

電気、運動、熱の特性等の原理・法則とエネルギー変換の伝達等に関わ
る基礎的な技術の仕組み及び保守点検の必要性について理解すること。

〇

思考
判断
表現

技術に込められた問題解決の工夫について考えること。 〇

知識
技能

安全・適切な製作、実装、点検及び調整等ができること。 〇

思考
判断
表現

問題を見いだして課題を設定し、電気回路又は力学的な機構を構想して
設計を具体化するとともに、製作の過程や結果の評価、改善及び修正に
ついて考えること。

〇 〇 〇 〇

知識
技能

生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。 〇

思考
判断
表現

技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく
改良と応用について考えること。

〇

知識
技能

情報の表現、記録、計算、通信の特性などの原理・法則と、情報のデジタ
ル化や処理の自動化、システム化、情報セキュリティに関わる基礎的な技
術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解すること。

〇

思考
判断
表現

技術に込められた問題解決の工夫について考えること。 〇

２年　技術・家庭科　技術分野　年間指導計画

学習教材
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領
域

単
元

観
点

指導事項

家族の生活と住空間との関わりが分かり，住居の基本的な機能について理解すること。 ○ 〇 〇

家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解すること。 ○ ○

思考
判断
表現

家族の安全を考えた住空間の整え方について考え，工夫すること。 〇 〇

日常生活と関連付け，用途に応じた食品の選択について理解し，適切にできること。 ○ 〇 〇 〇

食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解し，適切にできること。 ○

材料に適した加熱調理の仕方について理解し，基礎的な日常食の調理が適切にできること。 ○

地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理が適切にできること。 ○

思考
判断
表現

日常の１食分の調理について，食品の選択や調理の仕方，調理計画を考え，工夫すること。 ○

購入方法や支払い方法の特徴が分かり，計画的な金銭管理の必要性について理解すること。 ○

売買契約の仕組み，消費者被害の背景とその対応について理解し，物資・サービスの選択に必要な情
報の収集・整理が適切にできること。

〇 〇 ○

思考
判断
表現

物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について考え，工夫すること。 ○
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２年　技術・家庭科　家庭分野　年間指導計画
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学習教材
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領
域

観
点

指導事項

強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく聞き取ること。 ○

自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて、情報を正確に聞き取ること。 ○ 〇

話し手に聞き返すなどして内容を確認しながら理解すること。 ○

質問や依頼などを聞いて適切に応じること。 ○

まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取ること。 〇 〇

強勢、イントネーション区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく発音すること。 〇

つなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること。 〇 ○

聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどをすること。 〇 ○ 〇

自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること。 ○ ○

与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること。 ○ 〇 〇

文字や符号を識別し、正しく読むこと。 ○

物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 ○ ○

書かれた内容を考えながら黙読したり、その内容が表現されるように音読すること。 ○

伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じること。 〇

話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよう、書かれ
た内容や考え方などをとらえること。

〇

文字や符号を識別し、語と語の区切りなどに注意して書くこと。 〇

語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 〇 〇

聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなどすること。 〇

身近な場面における出来事や体験したことなどについて、自分の考えや気持ちなどを書くこと。 ○ 〇

自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりに注意して文章を書くこと。 〇 〇
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２年英語科　年間指導計画
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